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4 品種が各高需要期に概ね開花した．第 2 章では，安定的な高需要期出荷を目的に，生産者が開花
の早晩を予測しやすい発蕾以降の処理による開花微調節技術の開発を試みた．その結果，破蕾時か
らのジベレリン散布で開花を数日早められること，発蕾時からの遮光で開花が著しく遅延すること，
発蕾時からの再電照で開花を数日抑制できることを明らかにした．第 3章では，切り花の花房形状
の調節を目的に，電照終了直後からの再電照を検討した．8 月出荷作型で再電照開始時期および再
電照期間について，9月出荷作型で再電照開始時期について検討したところ，電照終了 2～6日後か
らの 8日間以上の再電照で，側枝長が伸長し，上位側枝の花蕾数が増加して，花房形状を変化させ
ることが可能であった．第 4章では，同一品種の連続出荷技術と発蕾以降の開花微調節技術を組み
合わせ，精度の高い高需要期連続出荷体系の実証を行った．各作型において，高需要期の中心に開
花ピークを合わせるための適切な電照終了日および発蕾日を予測し，発蕾日の早晩を確認した後に，
予測より発蕾が早い場合には再電照，遅い場合にはジベレリン散布を行ったところ，いずれの作型
においても，目標とする日に概ね開花させることが可能あった．以上のことから，電照および発蕾
以降の開花微調節技術を組み合わせた，小ギクの同一品種による高精度な 7～9 月の高需要期連続
出荷は可能であり，本技術は高い実用性を有すると考えられた． 
以上をもって，本論文は博士（農学）学位に値するものと判定した． 
